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地方創生臨時交付金
「新型コロナウイルス対策」東栄町の

使い道

■子育て応援商品券事業

333万円

　家計への負担が増えた子育て世

帯を支援するとともに、消費を喚

起することで売り上げが減少して

いる事業者を応援。

　18歳以下の子どもを持つ世帯

に対し、 子ども1人あたり1万円分

の商品券を配布。

■町営バス等イオン発生機整備事業

141万円

　町民や施設利用者が利用するバ

スにイオン発生機を整備し、利用

者の感染を予防。

■公共的空間安全・安心確保事業

778万円

　公共施設における感染防止対策

として、アルコール消毒液、消毒

液自動噴霧器、パーテーションの

購入。マスクやパーテーション越し

の対話を支援するスピーカーの導

入等。

■給食費の減免 468万円

　家計への負担が増えた子育て世

帯の負担軽減のため、小中学校の

給食費を減免。

■高齢者フレイル予防対策事業

468万円

　コロナ禍により、外出機会が減り

運動不足が懸念される。自宅でも

できる東栄町のオリジナル体操を

作成し、冊子と動画で町民に配信。

（詳細は5ページ）町内の65歳以

上の高齢者で要介護状態でない

方を対象に、トレーニング用のゴ

ムバンドを配布し、幅広い層で体

操を推進。

　おいでん家にタブレットを配布し、

自宅で動画が見れない方も、一緒に

体操を行うことができるようにする。

　また、筋力測定器を活用し、測定

会等を行うことで、体操効果の見

える化を実施。

■医療・福祉サービス事業

　 継続支援事業 280万円

　新型コロナウイルス感染症対応

を行いながらサービス提供を実施

している介護福祉事業所等に対し

て運営費の一部を補助し、感染防

止対策を充実・強化。

※衛生用品購入補助

　　　1事業者あたり上限　10万円

※ICT機器購入補助

　　　1事業者あたり上限　10万円

■プレミアム商品券発行事業

2,886万円

　 町内消費を喚起し、経済を活性

化するため30%のプレミアム付

き商品券(5,000円で6,500円

相当使用可能)を発行。高齢者に

は引換券を交付し町全体での消費

促進。

　地方創生臨時交付金とは 「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策」、「国民の命と暮らしを守る安心と希望の

ための総合経済対策」 及び 「コロナ克服・新時代開拓のための経済対策」 への対応として、地方公共団体が地域

の実情に応じて、きめ細やかに必要な事業を実施するため創設された交付金のことです。 町では、この交付金の

他にも町の予算も上乗せして、感染拡大防止対策とポストコロナに向けた経済構造の転換・好循環の実現等に取

り組んでいます。 今月はその一部を紹介します。

新型コロナウイルス感染拡大の防止・感染拡大の
影響を受けている地域経済や住民生活の支援

※ポストコロナ…新型コロナウィルス感染症発生を機に変化した、今後の社会のこと　　※金額は決算見込額で表示しています。
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■ペーパーレス会議システム用

　 端末購入 280万円

　接触機会の抑制、会議資料受け

渡しの減少及びリモートワークの

推進に必要なペーパーレス会議シ

ステム用の端末を導入。

■新たな観光資源のPR事業

371万円

　新型コロナウイルス感染症拡大

防止のため、自粛行動により地域

への観光客が減る中、「オンライン

で東栄町を楽しむ」という新しい

視点で、コロナ収束後における観

光誘客促進や、東栄町の新たなフ

ァンづくり、経済循環を図る。

■新しい働き方対応支援補助金

1,604万円

　町内中小事業者に対して、新し

い生活様式に対応した事業展開・

働き方への対応に必要となる設

備・機器等の導入に要した経費の

一部を助成し、事業継続、アフター

コロナを見据えた事業展開を応援。

※1事業者あたり上限30万円

　(補助対象経費の3/４以内)

■のき山学校耐震改修等検討

201万円

　体験交流施設「のき山学校」(木

造校舎・講堂等)を、シェアオフィス、

ワーケーション、テレワーク、文化

体験の場など新しい生活様式のも

と、地域経済活動の拠点として有

効活用を図るための検討を実施。

■東栄町新分野進出・販路開拓等

　(ステップアップ)支援補助金

606万円

　町内中小事業者が、長期化する

新型コロナウイルス感染拡大によ

る社会経済の変容に適応するた

め、新たな分野への進出、販路開

拓など、前向きなステップアップ

に必要な経費の一部を補助。

※1事業者あたり上限50万円

　(対象経費の3/4以内)

■公共施設無線LAN環境整備事業

186万円

新型コロナウイルス感染症対策を

実施しながら大人数を収容できる

花祭会館に、無線LANの環境を整

え、Web会議等を可能にする。

■起業応援プロジェクト 500万円

　新しい生活様式を視野に入れた、

新規ビジネス等条件を満たす事業

企画提案に対し交付。

　1/2補助　上限50万円

※対象事業が実施できる者で、事

　業終了後までに開業届を出せる

　事業者

■森林体験交流センター受水槽滅菌

　 装置設置事業 259万円

　新型コロナウイルス感染症終息

後の天文観測施設の宿泊利用増

加に備え、飲料水の受水タンクの

塩素濃度を測定し、かつ塩素を自

動で投入できる機器を設置し、施

設利用者及び従事者の安全安心を

確保。 ■東栄町事業持続応援金

1,422万円

　新型コロナウイルス感染症の影

響により、令和元年の確定申告か

ら令和2年の確定申告の収入が減

少した事業者に対して補助。

※1事業者あたり上限

　 個人25万円、法人50万円

事業継続や
雇用維持等への対応

新しい生活様式を踏まえた地域経済の
活性化等への対応及び、ポストコロナに向けた
経済構造の転換・好循環の実現

補助金を活用して建設された 

トイレ・シャワー施設

東栄町観光PR動画
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TOWN TOPICS
まちの話題

　一般財団法人中部圏地域創造ファンドの 「ハルカ基金」 の

寄付先にNPO法人てほへが選考され、1月21日(金)、のき山

学校で贈呈式が行われました。

　この寄付は「就労支援」、「地域社会の活性化」 の分野で活

躍するNPO法人等が対象となるもので、財団の審査では、廃

校となった小学校を起点に取り組む地域資源を活かした観

光・交流事業を展開するなど、多くの活動が評価されました。

劇 「おばけじぞう」

音楽 「いつだって！・カイト」

劇 「異世界転移でヒーローたちが男女逆転 !?」

　1月22日(土)、東栄小学校で学芸会が行われました。

オンライン配信を行い、児童たちが一生懸命に音楽や劇

をステージで表現する姿を、会場に来られない保護者た

ちにも届けていました。

東栄小学校学芸会

シリウス 
～一人一人が 特別な
　一等星になろう～

NPO法人てほへ ハルカ基金授与
地域社会活性化

地域・仲間の命を守るために
　１月２３日（日）花祭会館で、消防団全体訓練会を実施し

ました。新城市消防署東栄分署の定盛分署長、鈴木消

防司令補を講師にお招きし、「消防団活動～火災現場で

求める基礎知識～」をテーマに、動画を交えながら、火災

現場での行動要領を説明いただきました。今後も常備

消防と消防団が連携を深め、安全安心に暮らせる町づく

りに努めます。

2年生

4年生
6年生



初級編

中級編

上級編

座って体操を行えます。
まずは初級編からチャ
レンジしてみましょう。

立って行う体操です。
初級編よりテンポが
速くなっています。

体力に自信がある人は、
チャレンジしてみてく
ださい。ゴムバンドを
使用することで、筋力
アップも期待できます。
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　コロナ禍でも高齢者の皆さんが楽しく介護予防に取り組

むことができるよう「オニスター体操」を作成しました。

　町のキャラクター「オニスター」のテーマソング『Oh!舞☆

オニスター』に合わせて楽しく、しっかりと身体を動かす体

操となっています。体操は初級・中級・上級と自分の身体

に合わせてチャレンジしてください。体力に自信がない方

でもできるよう、座って行う体操も取り入れました。また、

上級編ではしっかり筋力向上にも取り組んでいただける

よう、ゴムバンドを取り入れた体操も取り入れています。

　体操は、町のホームページやYouTubeで見ることがで

きるほか、おいでん家でも見ることができます。おいでん

家には筋力測定器もありますので、体操しながら定期的

に筋力を測定すると、より効果を感じられます。

　自宅やおいでん家で積極的に身体を動かし、心と身体の

健康の維持・向上に取り組みましょう。

　また、夏に行われた高齢者実態調査にご回答いただい

た方は、個人結果表を年度内に郵送いたしますので、今後

の介護予防活動の参考にしていただければと思います。

完成！「オニスター体操」

　町では、東栄町第１次男女共同参画プランを策定するた

め、１月25日（火）に第２回目となる計画策定員会を開催

しました。

　第１回目と同様に事業部会と町民部会に分かれ、プラン

の内容や住民アンケート結果を確認しました。委員からは、

この計画を「はじめの第一歩」として、東栄町らしい男女

共同参画社会をつくっていくことや、みんなで意識を共

有してくことの重要性が語られました。

男女共同参画計画策定委員会
　町社会福祉協議会では、豊川ボランティアコーディネー

ターの会を講師に迎え、オンライン形式で災害ボランティ

アセンター運営訓練を行いました。

　災害ボランティアセンターは、災害発生時のボランティ

ア活動を効率よく推進するための組織です。研修には社

協職員、防災士、住民ボランティアの皆さんが参加し、セ

ンター設置から運営の流れ、被災者ニーズの聞き取り方

法を確認しました。

わたしたちにできること
災害に備えよう！ 第２回
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地域おこし協力隊2年目活動報告

　森林アロマのきっかけは、田口高校林業科の高校生が間伐材のスギ・ヒ

ノキで精油を作る活動を知ったことでした。また、森林面積9割を占める

東栄町でいきいきと働く林業の人たちとの出会いからクロモジなどの香

りを楽しむ蒸留をはじめました。森林アロマを通して東栄町の神秘的な空

気感を町内外の人に届け、自然環境に良い商品開発に向け活動中です。

※森林アロマ蒸留とは、蒸留器を使って木

の枝葉の芳香成分を気化し水と分離し、

香りのする蒸留水と精油を抽出する。

例えば、クロモジには気持ちを落ち着か

せてくれる癒しの香り成分があり、抽出

した蒸留水や精油は手作りコスメやル

ームスプレーにして香りを楽しめる。

　町内外で東栄町産の森林アロマ蒸留と手作りコスメ体験のワー

クショップを行いました。

　また、東栄小学校の木育授業では「残したいもの伝えたいもの」 

というテーマでヒノキの蒸留体験を行いました。蒸留すると「わ

ぁ～！いい香り！」という声が広がりました。 木育授業では地域

のひとと木がつながり、地域を想う温かさを感じました。

　昨年から楽しむ気持ちがモットーの大人のアンサンブルに

入りました。素敵な伴奏と共に幅広い年齢層で活動中です。

　病を乗り越えながら楽しくチャレンジする姿に勇気をもら

いながら、星空おんがく祭などに参加したり楽しかったです。

森林アロマ蒸留をはじめる

東栄町の木の魅力にふれる

大切にしたいワクワク

東栄町のみなさま、いろんな場面でお世話になり、本当にありがとうございました。
協力隊3年目の今年4月からは東栄町観光まちづくり協会から
より木について親和性の高い東栄町森林組合での勤務になります。 
令和4年度もどうぞよろしくお願いいたします。

地域おこし協力隊2年目の青木彩乃（あおきあやの）です。

今回はコロナ禍のため広報により活動報告をさせていただきます。
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一定以上の所得のある方（75歳以上の方等）の
医療費の窓口負担割合が変わります

後期高齢者医療制度に関するお知らせ

●

●

区分
医療費

負担割合

現役並み所得者 ３割

一般所得者等 ※ １割

区分
医療費

負担割合

現役並み所得者 ３割

一定以上所得の
ある方

２割

一般所得者等 ※ １割

被保険者全体の

約20％

現役並み所得者 ※4に該当するか

世帯内75歳以上の方 ※1 のうち
課税所得 ※2 が28万円以上の方がいるか

世帯に75歳以上の方※1が
２人以上いるか

「年金収入※3+その他の
合計所得金額※5」が
200万円以上か

「年金収入※3+その他の
合計所得金額 ※5 」が
320万円以上か

世帯全員

３割
世帯全員

１割

世帯全員

２割

該当する 該当しない

いない いる

１ 人 ２人以上

200万円
未満

320万円
未満

200万円
以上

320万円
以上

世帯全員

１割

2022年(令和4年)10月1日から、一定以上の所得のある方(75歳以上の方等)は、

現役並み所得者(窓口負担割合3割)を除き、医療費の窓口負担割合が2割になります。

変更対象となる方は、後期高齢者医療の被保険者全体のうち、約20%の方です。

2022年9月30日まで 2022年10月1日から

※個別の負担割合の問い合わせには対応できません。

設置期間 : 2022年 1月 4日 〜 2022年 3月31日

受付曜日 : 月曜日 〜 土曜日 (日曜日・祝日は休業) 　　　

受付時間 : 午前 9時 〜 午後 6時

後期高齢者窓口負担割合コールセンター 0120-002-719

医療費窓口負担割合見直しに関する問い合わせ先

窓口負担割合見直しの背景

窓口負担割合2割の対象となるかどうかは 主に以下の流れで判定します

●2022年(令和4年)度以降、団塊の世代が75歳以上となり始め、医療費の増大が見込まれています。 

●後期高齢者の医療費のうち、窓口負担を除いて約4割は現役世代(子や孫)の負担(支援金)となっており、

 　今後も拡大していく見通しとなっています。

●今回の窓口負担割合の見直しは、現役世代の負担を抑え、国民皆保険を未来につないでいくためのものです。

※1 後期高齢者医療の被保険者とは 

　　　75歳以上の方、または65〜74歳で一定の障がいの

状態にあると広域連合から認定を受けた方 

※2 「課税所得」とは

　　　 住民税納税通知書の「課税標準」の額(前年の収入か

ら、給与所得控除や公的年金等控除、所得控除(基礎

控除や社会保険料控除等)を差し引いた後の金額)

※3 「年金収入」 には遺族年金や障害年金は含みません。

※4 課税所得145万円以上で、医療費の窓口負担割合が3割の方。

※5 「その他の合計所得金額」とは

　　　事業収入や給与収入等から、必要経費や給与所得控

除等を差し引いた後の金額

●世帯の窓口負担割合が2割の対象となるかどうか 

　 は75歳以上の方　　の課税所得　　や年金収入　　

　 をもとに、世帯単位で判定します。

※1 ※2 ※3

 2021年(令和3年)中の所得をもとに、令和4年

 9月頃に被保険者証をお送りします。

※住民税非課税世帯の方は 
　基本的に1割負担となります。

対象者 対象者

１割 ２割



「黒柴専門ブリーダー
サンオー商事」

「thé trois」

まちからのお知らせ

8

元気な地域賑わい創出事業補助金

　豊田市から移住し、茶道を中心に干菓子の商品

化、屋外で抹茶を楽しむ野点等のイベント、オンライ

ン上の茶道レッスンなどで事業を展開していきます。

　事業名の「thé　trois」には、ティー（茶）や手（づ

くり）と和・輪・話・わっ（驚き）などの意味が込めら

れています。

　東栄町のお茶を使ったまち

のPR にも取り組んでいます。

　ブリーダー業を営んでいた親戚が、事業継続でき

なくなったことから、犬を譲り受けました。犬への愛

情と、魅力にひかれ、自分もブリーダー業を行いた

いと考え、今回の開業に至りました。

　今後は専門的に犬の繁殖について学び、子犬も

健康で良質な柴犬になるよう育てていきたいと考

えています。

（一社）地域問題研究所

長谷水道

長谷水道

委託

工事

工事

業種

630

2,120

2,840

5,590

森林所有者アンケート実施支援業務

量水器等取替工事

御園浄水場ろ過材更新工事

工　事　名　等

令和４年度
1月の入札結果

計

業者名等 落札金額【千円】

※税抜き

高齢者への虐待を見かけたら！

　平成18年4月の「高齢者虐待の防止、高齢者

の養護者に対する支援等に関する法律」の施

行に伴い、高齢者虐待に気づいた人は市町村

への通報が努力義務となりました。また、その

高齢者の生命・身体に重大な危険が生じてい

る場合には市町村への通報が義務化されてい

ます。

【東栄町高齢者虐待防止担当窓口】

・東栄町地域包括支援センター　　☎７６・１７４０　

・住民福祉課　　　　　　　　　　　　　 ☎７６・０５０３

身体的虐待

心理的虐待

性的虐待

経済的虐待

介護・世話の

放棄、放任

高齢者虐待の具体例 

区　分 具体的な例

・叩く、つねる等の暴行を加える

・ベッドに縛りつけたり、意図的に薬を

過剰に服用させる、身体拘束する

・排泄の失敗等を嘲笑する、それを人前

で話すなどにより恥をかかせる

・子ども扱いをする、怒鳴る、悪口を言

う、意図的に無視をする

・懲罰的に下半身を裸にして放置する

・日常生活に必要な金銭を渡さない、

使わせない

・本人の不動産、年金、預貯金等を本人

の意思、利益に反して利用する

・空腹、脱水、栄養失調状態のままにする

・室内のゴミを放置するなど、劣悪な環

境で生活をさせる

起業応援プロジェクト事業
町では、まちの賑わい創出などにつながる事業を新しく始める人を応援しています。

とわ

「thé trois」
て

橋本　愛さん

いつみ

本郷地内にて起業

櫻井孝憲さん

古戸地内にて起業

「黒柴専門ブリーダー
サンオー商事」
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基本目標 １． 支え合う健康福祉のまちづくり

　町では、病気の予防や介護予防をするため、医療・

介護・福祉の専門職やその関係者が連携し、おいで

ん家などで健康に関する教室を行っています。

　こうした機会を積極的に利用し自分の健康は自

分で守り、生きがいを見つけながら

心も体も健康に暮らすことを心掛

けましょう。

　春の宵。北東の方向に見える北斗七星。その周

辺や南東方向の「おとめ座」辺りには、銀河と呼

ばれる遠方の星の大集団がいくつも存在します。

写真はM（メシエ）109番という銀河で、地球か

らの距離は2700万光年。アンドロメダ銀河の

10倍以上遠くにある天体です。

　私たちが何気なく見上げる夜空は、実は宇宙

の果てと考えられている138億光年先までずっ

と続いているものなのです。

系外銀河M109

生活支援サポーター養成講座を開催しました！

　町社会福祉協議会では、高齢になっても住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう、高齢者のちょっと

した日々の困りごとに応え、お手伝いをする生活支援サポーター養成講座を行いました。

　10月～12月の2ヶ月間全5回の日程で、計35名の皆さんが全ての講座を受講されました。

　高齢者の支援に必要な基礎知識やコミュニケーション

技術、ボランティアの在り方や地域包括ケアシステムに

ついて等幅広い講義やグループワークを通し、生活支

援サポーターとして活動していくために必要な知識を

学びました。

　受講者のみなさんからは「研修の内容を活かして活動

したい。」という声や「つながり・支え・安心して暮らせる

東栄町にするため、できることをしていきたい。」との

声があり、『地域の高齢者の方の役に立ちたい』という

受講者のみなさんの気持ちを強く感じる2ヶ月間でした。

受講していただいたみなさん、ありがとうございました。

　令和４年4月より社会福祉協議会を中心に、生活支援

サポーター活動が始まります。詳細については、社会福

祉協議会の「ボランティアだより」やとうえいチャンネ

ル等町の広報を通じお知らせいたしますのでご確認く

ださい。

第６次総合計画　後期計画

・本事業は、令和3年度元気な愛知の市町村づくり

 補助金「チャレンジ枠」を活用して行っています。



●
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
城

　
　
　
　

☎
０
５
３
６
・
２
２
・
１
１
６
０

information 暮らしの情報

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
休
業
支
援
金
・
給
付
金
」

の
ご
案
内

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
休
業
を
命
じ
ら
れ
た
も
の
の
、
休
業

手
当
の
支
払
い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
労
働
者
の
方
に
対
し
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
休
業
支
援
金
・
給
付
金
」

を
支
給
し
ま
す
。　　
　
　
　
　
　

　

短
時
間
勤
務
、
シ
フ
ト
の
日
数
減
少
な
ど
も

対
象
に
な
り
ま
す
。

・
休
業
支
援
金
に
は
申
請
期
限
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
要
件
や
申
請
方
法
な
ど
は
、
厚
生
労

働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

山
の
保
全
活
動
等
を

行
っ
て
い
ま
す

　

ヤ
マ
会
愛
知
は
、
三
河
地
域
近
郊
の
山
を
中

心
に
活
動
を
し
て
い
る
山
岳
会
で
す
。
山
を

楽
し
む
と
同
時
に
、
山
の
保
全
活
動
や
、
山
の

魅
力
を
地
域
の
方
々
へ
伝
え
る
活
動
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
保
全
活
動
で
は
、
昨
年
㕱㕰
月
の

明
神
山
｟
三
ツ
瀬
登
山
口
｠
清
掃
登
山
で
、
草

刈
、
地
面
か
ら
飛
び
出
た
枝
の
除
去
、
ゴ
ミ
拾

い
な
ど
、
安
心
し
て
登
山
を
楽
し
め
る
環
境

づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

ヤ
マ
会
愛
知
で
は
、
「
新
城
支
部
」
の
創
設
に

あ
わ
せ
て
、
山
登
り
や
山
の
保
全
活
動
等
を

一
緒
に
楽
し
む
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

山
歩
き
が
初
め
て
と
い
う
方
や
、
基
礎
か
ら

山
歩
き
を
学
ん
で
み
た
い
と
い
う
方
に
も
丁

●
問
い
合
わ
せ
先

　

新
城
市
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　

☎
０
５
３
６
・
２
２
・
４
８
０
２

『 
お
う
ち
時
間

  
　  
　
家
族
で
点
検
　
火
の
始
末 

』

春
の
火
災
予
防
運
動

を
統
一
標
語
に
、
３
月
１
日
｟
火
｠
か
ら
３
月

７
日
｟
月
｠
ま
で
、
全
国
一
斉
に
春
の
火
災
予

防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
を
機

会
に
、
防
火
意
識
を
高
め
、
火
災
の
な
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

毎
年
、
住
宅
火
災
に
よ
り
全
国
で
、
約
千
人

の
方
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。
住
宅
火
災

の
原
因
で
多
い
の
は
、
コ
ン
ロ
、
た
ば
こ
、
電

気
機
器
｟
電
気
配
線
｠
、
放
火
、
ス
ト
ー
ブ
に

よ
る
も
の
で
す
。
万
が
一
に
備
え
住
宅
用
火

災
警
報
器
や
住
宅
用
消
火
器
を
設
置
し
、
住

宅
防
火
対
策
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

設
置
さ
れ
て
い
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、

休
む
こ
と
な
く
火
災
を
監
視
し
て
い
ま
す
。

家
電
製
品
の
使
用
期
間
は
、
７
年
か
ら
㕱㕰
年

と
言
わ
れ
て
お
り
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
も

同
様
で
す
。
そ
の
ま
ま
使
用
を
続
け
る
と
電

子
部
品
の
寿
命
や
電
池
切
れ
な
ど
で
火
災
を

感
知
し
な
く
な
る
な
ど
、
正
常
に
作
動
し
な

い
ケ
ー
ス
が
あ
り
危
険
で
す
。
機
器
は
、
設
置

か
ら
㕱㕰
年
を
目
安
に
交
換
す
る
こ
と
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。　

機
器
の
製
造
年
月
日
を
確
認

し
、
㕱㕰
年
を
過
ぎ
て
い
れ
ば
、

機
器
の
交
換
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

自
衛
官
募
集

　

自
衛
隊
で
は
、
令
和
５
年
入
隊
の
一
般
曹

候
補
生
、
幹
部
候
補
生
｟
一
般
、
歯
科
・
薬

剤
科
｠
を
幅
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

・
一
般
曹
候
補
生

　

応
募
資
格　

㕱㕸
歳
以
上
㕳㕳
歳
未
満
の
者

　

受
付
期
間 

３
月
１
日
｟火
｠～
５
月
㕱㕰
日
｟火
｠

　

試
験
日　

１
次
試
験　

令
和
４
年
５
月
20
日

　
　
　
　
　
　
　

｟金
｠～
29
日
｟日
｠の
う
ち
１
日

・
幹
部
候
補
生
｟
一
般
｠

応
募
資
格　

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者
｟
20

歳
以
上
22
歳
未
満
の
者
は
大
学
｟
短
期
大
学

を
除
く
｠を
卒
業
し
た
者
｟見
込
含
｠、
修
士
課

程
修
了
者
等
｟
見
込
含
｠
は
28
歳
未
満
の
者
｠

受
付
期
間
　
　
　
　
　
　Å

飛
行
要
員
を
除
く

第
１
回　

３
月
１
日
｟火
｠～
４
月
14
日
｟木
｠

第
２
回　

３
月
１
日
｟火
｠～
６
月
16
日
｟木
｠

試
験
日 

第
１
回　

１
次
試
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
月
23
日
｟土
｠・24
日
｟日
｠

　
　
　
　

第
２
回　

１
次
試
験　

６
月
25
日
｟土
｠

・
幹
部
候
補
生
｟
歯
科
・
薬
剤
科
｠

応
募
資
格　

専
門
の
大
学
｟
短
期
大
学
を
除

く
｠を
卒
業
し
た
者
｟見
込
含
｠、
20
歳
以
上

30
歳
未
満
の
者
｟
薬
剤
科
は
20
歳
以
上
28
歳

未
満
の
者
｠

受
付
期
間 

第
１
回　

３
月
１
日
｟火
｠～
４
月
14
日
｟木
｠

第
２
回　

３
月
１
日
｟火
｠～
６
月
16
日
｟木
｠

試
験
日 

第
１
回　

１
次
試
験 

４
月
23
日
｟土
｠

　
　
　
　

第
２
回　

１
次
試
験　

６
月
25
日
｟土
｠

●
問
い
合
わ
せ
先

　

東
三
河
県
税
事
務
所

　
　
　
　

☎
０
５
３
２
・
３
５
・
６
１
３
０

寧
に
指
導
し
ま
す
。

定
例
山
行　

　

月
に
一
度
｟土
・

　

日
曜
日
の
予
定
｠

年
会
費

　

６
,
０
０
０
円

申
込
み　

電
話
ま
た

　

は
メ
ー
ル
で
ご
連

　

絡
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

３
月
に
説
明
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

自
動
車
の
譲
渡
・
廃
車
な
ど
の

手
続
は
お
早
め
に

　

自
動
車
税
種
別
割
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
、
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
に
課
税
さ

れ
ま
す
。
お
持
ち
の
自
動
車
を
譲
渡
｟
下
取

り
な
ど
を
含
む
｠・
廃
車
し
た
と
き
や
、
住

所
を
変
更
し
た
と
き
に
は
、
必
ず
運
輸
支
局

で
必
要
な
手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、自
動
車
税
種
別
割
の
賦
課
徴
収
は
、

県
税
事
務
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、

管
轄
の
県
税
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

募
集
内
容

10

●
問
い
合
わ
せ
先　

自
衛
隊
愛
知
地
方
協
力

　

本
部 

豊
川
地
域
事
務
所｟
豊
川
駐
屯
地
内
｠

　
　
　

  

☎
０
５
３
３
・
８
５
・
２
４
１
１

●
問
い
合
わ
せ
先

　

ヤ
マ
会
愛
知　

代
表 

櫻
井
孝
憲

｟
日
本
山
岳
ガ
イ
ド
協
会
認
定
登
山
ガ
イ
ド
｠

　
　
　

☎
０
９
０
・
７
９
１
９
・
８
６
１
１

s
a
k
u

ta
k
a
y
a
m

a
@

y
a
h

o
o

.c
o

.jp
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『
星
ヶ
丘
三
越
販
売
会
』 

に
参
加
し
ま
し
た
！

子
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
百
貨
店
の
入
り
口
で
の
出
店
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
奥
三
河
を
ご
存
じ
で

な
い
方
や
奥
三
河
に
縁
の
あ
る
方
等

様
々
な
方
に
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
奥
三
河
や
奥
三
河

の
魅
力
的
な
産
品
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機

会
に
な
り
ま
し
た
。

　

1
月
19
日
か
ら
25
日
に
名
古
屋
市
の

星
个
丘
三
越
店
で
行
わ
れ
た
「
奥
三
河

フ
ェ
ア
」
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
奥
三

河
フ
ェ
ア
で
は
、
奥
三
河
の
観
光
ブ
ラ
ン

ド
o
k
u
m
i
k
a
w
A
w
a
k
e

｟オ
ク
ミ
カ
ワ 

ア 

ウ
ェ
イ
ク
｠の
参
画
事

業
者
を
中
心
に
奥
三
河
４
市
町
村
か
ら

事
業
者
を
募
り
、
奥
三
河
の
認
知
度
向

上
、
販
路
拡
大
を
ね
ら
っ
た
商
品
販
売

の
出
店
を
行
い
ま
し
た
。
東
栄
町
か
ら

は
、
s
i
m
p
l
e
＋
｟シ
ン
プ
ル 

プ
ラ

ス
｠
、
金
田
農
園
、
と
う
え
い
山
菜
王
国

研
究
会
が
参
加
し
、
そ
の
他
の
市
町
村

の
事
業
者
を
含
め
全
12
事
業
所
が
出
店

し
、
商
品
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
感

染
対
策
を
十
分
に
講
じ
て
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
が
、
出
店
事
業
者
か
ら
は

「
今
後
も
継
続

し
て
購
入
し
た

い
」
と
い
う
お

客
さ
ん
が
で
き

た
と
い
う
話
も

あ
り
、
出
店
を

通
じ
て
リ
ピ
ー

タ
ー
を
獲
得
さ

れ
る
と
い
う
様

●
問
い
合
わ
せ
先

　 

東
栄
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会

 

　
　
　
　
　
　
☎
７
６
・
１
７
８
０

ひ
き
こ
も
り

●
問
い
合
わ
せ
先

　
東
栄
町
ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口

　
住
民
福
祉
課 

保
健
衛
生
係 

☎
７
６
・
０
５
０
３

W
E
B
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、
ひ
き
こ
も
り
支
援
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

V
O
I
C
E
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
ひ
き
こ
も
り
は
誰
に
で
も
お
こ
り
ま
す 

・

　

ひ
き
こ
も
り
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
で
、

特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
東
栄
町
地
域
福

祉
に
関
す
る
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
｟令
和
3
年
7

月
実
施
｠
に
よ
る
と
、
「
何
ら
か
の
支
援
を
必
要
す

る
方
を
見
か
け
ま
す
か
」
と
い
う
設
問
に
、
9
・2
%

の
方
が
「
家
に
閉
じ
こ
も
り
、
外
出
し
な
い
方
」
と

回
答
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

・
ひ
き
こ
も
り
は
大
き
な
ス
ト
レ
ス
か
ら

　
　
　
　
自
分
を
守
る
た
め 

・

　

大
き
な
ス
ト
レ
ス
と
な
っ
た
と
き
、
自
分
の
力
で

は
ど
う
に
も
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ひ
き
こ
も
り
は
、
こ
れ
以
上
疲
れ
な
い
よ
う
に
、
外

か
ら
の
刺
激
を
遮
断
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ス
ト

レ
ス
か
ら
自
分
を
守
ろ
う
と
す
る
た
め
の
行
動
と

も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
ひ
き
こ
も
り
か
ら
回
復
す
る
た
め
の
休
息 

・

　

ご
本
人
が
休
息
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、

安
全
・
安
心
な
環
境
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
家

族
や
地
域
に
住
む
私
た
ち
は
何
が
で
き
る
か
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

・
ひ
き
こ
も
り
支
援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
ひ
き
こ
も
り
V
O
I
C
E 

S
T
A
T
I
O
N
」 

・

　

厚
生
労
働
省
は
、
全
国
の
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
・

家
族
・
支
援
者
の
声
を
み
ん
な
に
シ
ェ
ア
す
る

観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
だ
よ
り

み
ん
な
で
つ
く
る
！

Vol.56

健
康
戦
隊

守
る
ン
ジ
ャ
ー

【
役
場
保
健
師
】

Vol.66

出店の様子

資
料

:
愛
知
県 

ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？ 

令
和
3
年
10
月
発
行
　
　

　
春
は
新
た
な
出
会
い
と
別
れ
の
時
期
で
す
。
新
生
活
に
こ
こ
ろ
を
躍
ら
せ
る
一
方
、
東
栄
町
か
ら

巣
立
つ
寂
し
さ
を
抱
く
方
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

周
囲
に
「
最
近
、
顔
を
見
て
な
い
な
」
「
連
絡
を

と
っ
て
い
な
い
な
」
と
い
う
方
に
心
当
た
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

日
時　

3
月
22
日
｟
火
｠　

9
時
～
10
時

場
所　

東
栄
町
役
場
分
庁
舎
会
議
室

対
象　

東
栄
町
在
住
・
在
勤
で
ひ
き
こ
も

り
の
方
に
心
当
た
り
や
支
援
に
関
心
が

あ
る
方

内
容　

ひ
き
こ
も
り
の
現
状
と
わ
き
あ
い

あ
い
と
し
た
意
見
交
換

東栄町家族交流会＆ひきこもりについて学ぶ会

第
１
部
　
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
学
ぶ
会

日
時　

3
月
22
日
｟
火
｠

　
　
　

 　

13
時
30
分
～
14
時
30
分

場
所　

結
の
里
｟
本
郷
バ
ス
停
前
｠

対
象　

町
内
在
住
・
在
勤
の
ひ
き
こ
も
り

の
課
題
を
抱
え
て
い
る
家
族

内
容　

家
族
の
交
流
会
、
予
約
時
に
参
加

者
の
ご
希
望
を
お
聞
き
し
検
討
し
ま
す

第
２
部
　
家
族
の
交
流
会

＊
で
き
る
限
り
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す



小学校中学校
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１
月
㕲㕲
日
｟
土
｠
、
東
栄
小
学
校
の

学
芸
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
今
年
度
も
午
前
の
低
学
年
と

午
後
の
高
学
年
に
分
け
、
分
散
形
式

で
行
い
ま
し
た
。
保
護
者
の
皆
様
の
前

で
直
接
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
、
子

ど
も
た
ち
の
意
欲
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

３
学
期
に
な
っ
て
か
ら
本
格
的
に

練
習
を
始
め
た
子
ど
も
た
ち
で
し
た

が
、
ど
の
学
年
も
劇
や
合
唱
、
合
奏

に
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
み
、
学
年

ご
と
の
個
性
が
伝
わ
る
演
技
と
な
り

ま
し
た
。

　

当
日
の
演
技
は

Y
o
u

T
u
b
e

を
使
い
、
限
定
で

の
ラ
イ
ブ
配
信
も

行
い
ま
し
た
。
人

数
制
限
に
よ
り
会

場
に
来
る
こ
と
の

で
き
な
か
っ
た
来
賓
の
方
々
や
、
離

れ
た
場
所
に
住
む
お
じ
い
さ
ん
、
お

ば
あ
さ
ん
た
ち
に
も
映
像
を
届
け
る

こ
と
が
で
き
、
「
嬉
し
か
っ
た
。
」
と

い
う
よ
う
な
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
し

た
。
東
栄
中
学
校
、
佐
々
木
裕
直
先

生
の
全
面
的
な
ご
協
力
に
よ
り
実

現
し
た
映
像
配
信
で
す
。
数
年
前
に

は
思
い
も
付
か
な
か
っ
た
技
術
の
進

歩
に
驚
く
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
社

会
で
育
つ
子
ど
も
た
ち
に
対
し
、
技

術
だ
け
で
な
く
ネ
ッ
ト
モ
ラ
ル
や
感

謝
の
心
を
育
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

１
・
２
年
生
の
ス
キ
ー
教
室
を
行
い

ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
ス
キ
ー

の
技
術
向
上
を

め
ざ
し
て
、
楽

し
く
有
意
義
な

１
日
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
ス

キ
ー
教
室
に
は
、

毎
年
町
内
の
方

に
講
師
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

小
学
校
の
と
き

か
ら
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方

も
い
る
の
で
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長

と
技
術
の
向
上
を
楽
し
み
に
見
続
け
、

見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
そ
の
頃
学
校
で
学
力
テ
ス

ト
を
受
け
て
い
た
３
年
生
を
待
っ
て

い
た
の
は
、
１
年
前
に
家
庭
科
で
作

っ
た
お
弁
当
を
調
理
員
さ
ん
が
再
現

し
て
く
れ
た
「
受
験
生
応
援　

思
い

出
の
お
弁
当
給
食
」
。
１
・
２
年
生
が

ス
キ
ー
教
室
、
小
学
校
が
学
芸
会
の

振
替
休
日
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
３
年

だ
け
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
献
立
が
実
現
し

ま
し
た
。
さ
ら

に
、
受
験
に
粘

り
強
く
立
ち
向

か
い
、
打
ち
勝

っ
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
思
い

で
３
年
部
の
先

生
が
企
画
し
た

「
餅
つ
き
大
会
」
も
行
い
ま
し
た
。

　

調
理
員
さ
ん
や
先
生
た
ち
の
応
援

の
気
持
ち
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
お

弁
当
や
お
餅
を
感
謝
の
気
持
ち
を
も

っ
て
味
わ
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
人
の
子
ど
も
た
ち
を
思
う

気
持
ち
に
あ
ふ
れ
た
１
日
に
な
り
ま

し
た
。

　

愛
知
県
指
導
林
家
協
議
会
で
は
、
林
業
を

学
ぶ
高
校
生
の
希
望
者
を
対
象
に
、
指
導
林

家
へ
の
「
体
験
学
習
受
け
入
れ
事
業
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
本
校
か
ら
も
複
数
の
生
徒

が
冬
休
み
を
利
用
し
て
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

指
導
林
家
研
修

総
合
的
な
探
究
の
時
間

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

学
芸
会

１
・２
年 

ス
キ
ー
教
室
、

３
年

サ
プ
ラ
イ
ズ
弁
当
給
食
＆
餅
つ
き
大
会

　

１
年
生
は
総
合
的
な
探
究
の
時
間
に
進
路

選
択
に
向
け
て
の
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１
・
２
学
期
は
、
地
域
の
方
や
ご
家
族
か
ら

職
業
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調
査
を
し
、
発
表

し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
進
路
指
導
主
事
か

ら
職
業
と
収
入
と
支
出
、
生
涯
賃
金
と
の
関

係
な
ど
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

1/13

原
木
シ
イ
タ
ケ
の

菌
打
ち
実
習

　

林
業
科
１
年
生
の
冬
季
実
習
で
菌
打
ち
実

習
｟
原
木
に
種
菌
を
植
え
付
け
る
｠
を
行
い
、

約
１
０
０
０
本
の
菌
打
ち
を
行
い
ま
し
た
。

半
分
を
予
約
販
売
す
る
他
、
半
分
を
校
内
で

管
理
し
、
原
木
シ
イ
タ
ケ
の
栽
培
方
法
、
収

穫
の
目
安
、
乾
シ
イ
タ
ケ
の
加
工
方
法
等
を

学
ぶ
教
材
と
し
て
い
ま
す
。

2
月
の
田
口
高
校
　
２
月
中
旬
の
予
餞
会
以
降
、
３
年
生
は
自
由
登
校
と
な
り
ま
す
。

　

下
旬
に
は
１
・２
年
生
の
学
年
末
考
査
が
始
ま
り
ま
す
。

12/24

●
夏
に
も
指
導
林
家
の
研
修
に
行

っ
て
お
り
、
今
回
は
伐
倒
す
る
際
の
受
け
口
の
作

り
方
を
指
導
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
チ
ェ
ー
ン
ソ

ー
を
使
う
の
は
緊
張
す
る
け
れ
ど
、
や
り
が
い
が

あ
り
ま
す
。
来
年
も
行
き
た
い
で
す
。

[

生
徒
の
声]

●
作
業
に
慣
れ
て
く
る
と
、
リ
ズ

ム
に
の
っ
た
よ
う
に
菌
打
ち
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

[

生
徒
の
声]

１
年
生



優
良
運
転
者
講
習
の
方

　

更
新
手
続
き
の
日
に
、
設
楽
警
察
署
内
で

の
講
習
受
講
後
｟
30
分
程
度
｠交
付
さ
れ
ま
す
。

一
般
・
違
反
運
転
者
講
習
の
方

　

更
新
手
続
き
後
に
講
習
日
を
指
定
し
ま
す

の
で
、そ
の
講
習
を
受
講
後
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
講
習
が
お
済
み
の
方
は
、
更
新
手

続
き
の
日
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

Å

警
察
署
で
の
更
新
受
付
は
、
す
べ
て
平
日
の

正
午
か
ら
午
後
４
時
ま
で
の
間
で
す
。

｟
Ａ
｠
【
大
卒
程
度
】
・
｟
Ｂ
｠
【
高
卒
程
度
】
採
用

及
び
第
１
回
警
察
職
員
採
用
【大
卒
程
度
】

・ 

受
付
期
間
・受
験
資
格
・試
験
日
程
・給
与
等

に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
又
は
採
用
セ

ン
タ
ー
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

採
用
セ
ン
タ
ー
直
接
電
話　

　
　
　
　
　
　

  

☎
0
5
2
・
9
6
1
・
1
4
7
9

　

月
～
金
曜
日
｟
祝
日
は
除
く
｠　

午
前
８
時

　

㕴㕵
分
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で
｠

愛
知
県
警
察
ウ
エ
ブ
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

h
t
tp

s
://

w
w

w
.p

re
f.a

ic
h

i.jp
/

　
　
　
　
　
　
　

p
o

lic
e

/s
y
o

k
a
i/s

a
iy

o
u

/

公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー

　

ア
カ
ウ
ン
ト
名
:愛
知
県
警
察
事
務
課
採
用

　

セ
ン
タ
ー

　

ア
カ
ウ
ン
ト
Ｉ
Ｄ
:

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

　

ア
カ
ウ
ン
ト
名
:
愛
知
県
警
察
本
部
採
用

　

セ
ン
タ
ー

　

ア
カ
ウ
ン
ト
Ｉ
Ｄ
:

警
察
署
協
議
会
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

愛
知
県
内
の
全
警
察
署
に
、
警
察
署
長
の
諮

問
機
関
と
し
て
警
察
署
協
議
会
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
設
楽
警
察
署
に
お
い
て
も
６
名
の

方
が
愛
知
県
公
安
委
員
会
か
ら
委
員
と
し
て

委
嘱
さ
れ
、
警
察
へ
の
意
見
や
要
望
を
提
言

す
る
な
ど
し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

・・・・
¶
Շ
Չ
Ձ
㕵
㕵
㕵
㕸
㖫

¶
㕺
㖉
r

㖦
㖔
㖜㖬
㖢

こ
ち
ら

設
楽
警
察
署

警
察
官
・
警
察
職
員
募
集

◎
第
１
回
警
察
官

◎
警
察
官
・
警
察
職
員
の
採
用
に
関
す
る

　

 

案
内
及
び
問
い
合
わ
せ
先

ふ
る
さ
と
歌
壇

一
月
詠
草

福
田
　
幸
代

竹
田
　
正
子

伊
藤
　
清
子

鷹
氏
　
和
幸

小
石
　
直
子

佐
々
木
秀
子

小
野
田
博
文

堂
地
　
雅
子

伊
藤
　
久
美

伊
藤
　
義
信

優 

勝

二 

位

三 

位

伊
藤　
　

勉

三
城　

信
和

伊
藤　

睦
美

優 

勝　

加
藤　

育
代

二 

位　

杉
野
き
よ
み

優 

勝　

三
城　

信
和

Å

総
合
優
勝
は
、
全
員
参
加
で
最
後
ま
で

　

的
中
し
つ
づ
け
た
人
が
優
勝
で
す
。

一
部

女
子

総
合

優 

勝

森
上　

祥
高

二
部

ゆ
　
げ

す
が

か
む

つ

み

す
べ

ひ 

ご
と

こ

弓
友
会 

月
例
会
成
績
表

2
月
8
日 

東
栄
町
弓
道
場

今
年
ま
た
座
る
人
な
き
椅
子
ひ
と
つ
吾
子
と
二
人
の
雑
煮
に
湯
気
立
つ

水
仙
の
幼
芽
清
し
淡
雪
の
冠
り
た
る
朝
に
見
付
け
微
笑
む

あ
れ
こ
れ
と
手
際
悪
き
を
補
い
て
餅
搗
き
上
げ
る
術
は
残
れ
る

ひ
め
く
り
が
日
毎
日
毎
に
薄
く
な
り
帰
省
す
る
息
子
の
笑
顔
心
待
ち

白
き
子
が
明
け
よ
り
踊
る
寒
の
朝
沸
き
立
つ
ヤ
カ
ン
の
湯
気
に
安
堵
す

の
っ
か
っ
て
も
つ
ぶ
れ
ぬ
霜
柱
踏
み
な
が
ら
犬
と
の
散
歩
前
の
畑
を

寒
の
入
り
酒
に
浸
っ
た
胃
袋
も
七
草
が
ゆ
で
無
病
息
災

観
世
音
読
経
の
中
に
躰
を
投
じ
邪
気
を
払
い
て
迎
え
る
新
年

甘
い
も
の
無
性
に
食
べ
た
く
な
る
こ
と
が
そ
れ
を
理
由
に
チ
ョ
コ
を
ひ
と
口

終
活
を
楽
し
く
過
ご
す
ケ
ア
施
設
明
る
い
明
日
の
東
栄
町
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東
栄
町
内

◎
刑
法
犯
総
数

・
窃
盗
犯

｟
自
動
車
関
連
窃
盗
｠

・
特
殊
詐
欺

◎
人
身
事
故
件
数

・
死
者
数

・
負
傷
者
数

◎
物
損
事
故
件
数

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
0
｠

0
人 

｟
0
｠

0
人 

｟
0
｠

1
件 

｟
1
｠

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
0
｠

0
人 

｟
0
｠

1
件 

｟
1
｠

郡 

内

Å

｟　

｠
内
は
1
月
か
ら
の
累
積

犯
罪
事
故
発
生
件
数

令
和
３
年
1
月

運
転
免
許
更
新
の
ご
案
内

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

 

設
楽
警
察
署　

６
２
・
０
１
１
０

❶❷❸
　

３
月
は
全
国
一
斉
の
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」

で
す
。
愛
知
県
は
次
の
よ
う
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

あ
い
ち
こ
こ
ろ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
3
6
5
｟電
話
相
談
｠

毎
日
9
時
～
20
時
30
分

　
　
　
　 

　
☎
0
5
2
・
9
5
1
・
2
8
8
1

あ
い
ち
こ
こ
ろ
の
サ
ポ
ー
ト
相
談
｟S
N
S
相
談
｠

月
曜
～
土
曜　

20
時
～
24
時
｟23
時
30
分
ま
で
受
付
｠

日
曜　

20
時
～
翌
月
曜
8
時
｟7
時
30
分
ま
で
受
付
｠

相
談
方
法　

県
W
e
b
ペ
ー
ジ
に
掲
載

あ
い
ち
人
権
啓
発
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
企
画
展
を
実
施

実
施
期
間　

令
和
4
年
3
月
2
日
｟水
｠～
16
日
｟水
｠

場
所　

愛
知
県
東
大
手
庁
舎
3
階

　

あ
い
ち
人
権
啓
発
プ
ラ
ザ

３
月
は「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」で
す

【
設
楽
警
察
署
協
議
会
委
員
の
皆
さ
ん
】

　

・
今
泉　

明
実
さ
ん　

｟
豊
根
村
坂
宇
場
｠

　

・
小
野
田
亜
由
美
さ
ん｟
設
楽
町
田
峯
｠

　

・
鈴
木　

廣
一
さ
ん　

｟
設
楽
町
西
納
庫
｠

　

・
髙
井　

豊
さ
ん　

｟
設
楽
町
津
具
｠

　

・
丸
山　

敏
江
さ
ん　

｟
東
栄
町
三
輪
｠

　

・
山
本　

良　

さ
ん　

｟
東
栄
町
振
草
｠

令
和
４
年
１
月
１
日
現
在
【
50
音
順
】



施
設
利
用
（
1
月
）

戸
籍
の
窓
口

※住民基本台帳　※単位：人

令和4年1月の利用者数施　　設　　名 1月までの累積利用者数

人
口
と
世
帯

人 口

男

女

世帯数

2,920

1,405

1,515

1,378

 −15）

−6）

−9）

−6）

転 入

転 出

出 生

死 亡

4

6

0

13

1月末日現在 前月比

交流促進センター 「 千 代 姫 荘 」

と う え い 温 泉

と う え い 健 康 の 館

グ リ ー ン ハ ウ ス （宿泊者）

体 育 施 設

23

8

12,102

394

90

453

（

（

（

（

（

（

46）

103）

8,740）

 159）

38）

226）

1,432

292

86,052

2,436

847

7,561

（

（

（

（

（

（

1,521）

1,185）

81,259）

 2,366）

170）

7,350）

営業当初からの累計利用者数　3,792,855

1月16日～2月15日受付

※（　）内は前年度同月による　　※単位 ：人

14

　令和４年大治町成人式が行われました。昨年に引き

続き、新型コロナウイルス感染症対策のため町内の小

学校区ごとに３部に分かれて開催されました。答辞で

は新成人代表の方が２０年間の感謝と新成人としての

決意を話され、３６０名の方が新たな門出を迎えました。

大治町友好自治体

納
税
等

納期限： 3月31日

●国民健康保険料　

●後期高齢者保険料　　

●保育料　　　　

●水道使用料（下水・農集排使用料含む）

●住宅使用料

●放課後児童クラブ利用料

森林体験交流センター

「スターフォーレスト御園」

（

（

（

（

●
お
悔
や
み

氏　名　　　　  年 齢　 　住 所

本 田 ふ じ 子  101　　　下川

熊谷 暉子 ８4 三輪

原 田 あ さ 子  94 御殿

佐々木けさ子 ７８ 下川

佐々木けさゑ ９５ 本郷

佐々木清香 ８８ 下川

松 下 き し ゑ  ９９ 振草

加藤 達 ７８ 本郷

田村かね子 ８３ 　園 　

※東栄町に住所を有し、町外で出生・死亡の届出をさ

れた方も掲載対象となりますので掲載を希望され

る場合は、お早めに住民福祉課へ申し出ください。

わたなべあや　ひかりのくに

　　　　　　

●おはようサラダ

三上修平　集英社

逢坂冬馬　早川書房

●北条義時 （学習まんが 世界の伝記NEXT）

●同志少女よ、敵を撃て

新
着
図
書

東栄町図書室 （のき山学校） 子育て支援センター （にこにこ広場）



Tue Wed Thu Fri SatMonSun

3 March. 2022

親子教室
（親子ヨガ）

民生委員児童委員
協議会定例会

予防接種

シャレおじの会

予防接種

離乳食教室

さわやかクラブ

ノーメディアデー

春分の日

たんぽぽの会

たんぽぽの会

たんぽぽの会

たんぽぽの会

ペットボトル等
回収日

ゆめ工房

ゆめ工房

ゆめ工房

ゆめ工房

町議会一般質問

町議会
予算特別委員会

町議会
総務経済委員会
文教福祉委員会

ドレミの会
(本郷・小野)

巡回職業相談 町議会本会議

町議会本会議

広報とうえい  2022.3月号15

表紙について
　2月3日(木)、とうえい保育園で豆

まきが行われました。

　園児たちは、悪い鬼が出てこない

かドキドキした様子でした。鬼が出て

くると、自分たちで作った豆を投げ

て退治し、節分の行事を楽しみました。

※カレンダーのイベント等は、新型コロナウイルス感染症の予防等により、中

止・変更になる場合があります。中止・変更の際は対象者への個別連絡と

とうえいチャンネルへの掲載で対応しますので、ご了承ください。

ペットボトル・白トレイ
乾電池回収日

イベント・事業など

保健事業

たんぽぽの会

学校行事

ドレミの会

ゆめ工房

卒業式（中学校） 福祉体験学習
(中学1年)

学年末保護者会
（小学校）

おわかれハイキング
予備日(小学校)

保護者会
(中学1・2年)

おわかれハイキ
ング（小学校）

卒業式予行
（小学校）

乳幼児健診

卒業式（小学校）

修了式
(小中学校)

3 4 5

6

1 2

10 11 12

13

7 8 9

17

24
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25
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総務課　　☎７６ ・ 0501

町からの
情報をチェック！
とうえいチャンネル

東栄町公式 SNS

LINE

Facebook

Twitter

　12チャンネルで、様々なまちの情

報を配信しております。とうえいチャ

ンネルについて、お困りの方は役場

総務課までお問い合わせください。 

　町では、SNSにより、まちの身近

な話題やできごとなど、魅力的な情

報をタイムリーに発信しています。

※通信料は利用者負担です。

令和4年3月1日発行   No.747

発行 ： 東栄町役場　〒449-0292  愛知県北設楽郡東栄町大字本郷字上前畑 25

ホームページ  http://www.town.toei.aichi.jp　メールアドレス  shinkou@town.toei.lg.jp　

編集 ： 東栄町役場振興課

広報とうえい

オニスターのおでかけ日記

このコーナーでは東栄町に住む人を紹介していきます。来月は、今月登場した人に紹介していただきます。

その 156

60

東栄町在住歴  １年10か月

下平喜博さん（本郷）
よしひろ

少しずつ温かくなってきたね

とうえい温泉におる大きな鬼が雪化粧したり、

あちこちに雪だるまが並んだり、冬ならではの

光景がひろがったね！

寒い時期に衰えた大地の精霊を呼び覚まし

復活を願う花祭。

今月は、「花祭講座 入門編」を中心に紹

介するよ。

ぜひ、見てね！

今月の動画

（YouTube）

オニスターの

おでかけ日記

(インスタグラム)


